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瑞浪超深地層研究所の関連記事について 

講談社「週刊現代」 

 

週刊誌「週刊現代」2011 年 4 月 30 日号（4 月 18 日発売、講談社）に掲載された「廃炉 －

原発解体の絶望的事実」の記事表現の中に事実誤認が認められたため、同社へ抗議すると

ともに別紙 1により記事の訂正を求めました。 

これに対し、同社から、5月 2 日に別紙 2により回答がありました。 

しかし、この中で、当機構が指摘する「ここに高レベル放射性廃棄物の埋設所が造られる

かどうかは、まだ決まっていない。」という表現は当研究所に高レベル放射性廃棄物が埋設さ

れる可能性を残し、読者に誤解を与える記事であるとの指摘には全く答えておらず誠に遺憾

であり容認できるものではありません。 

同社には、読者へ誤解を与えるような記事を掲載しないよう強く希望するとともに、当該記

事に対する解説を以下のとおり掲載します。 

 

（解 説） 

同誌 28 頁に掲載された当瑞浪超深地層研究所の地下施設の写真に、「‐‐‐高レベル放射

性廃棄物を埋設するための研究施設。‐‐‐ここに高レベル放射性廃棄物の埋設所が造られ

るかどうかは、まだ決まっていない。」と記載されていました。 

これは、高レベル放射性廃棄物が同施設に埋設される可能性があるかのような読者へ誤

解を与える記事となっています。 

瑞浪超深地層研究所は、地元自治体との協定において、「放射性廃棄物を持ち込むことや

使用することは一切しないし、将来においても放射性廃棄物の処分場とはしない。」と明示し、

それを遵守して、高レベル放射性廃棄物の地層処分技術に関する研究開発の一環として深

地層の科学的研究（地層科学研究）を行っております。したがって、当研究所に高レベル放射

性廃棄物を処分することは全くありません。 
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「週刊現代 4 月 30 日号」の読者に誤解を与える記事について 

 

 貴社発行の「週刊現代」の平成 23 年 4 月 30 日号における「廃炉 ―原発解

体の絶望的現実」の 28 頁の写真の説明において、「‐‐‐高レベル放射性廃棄

物を埋設するための研究施設。‐‐‐ここに高レベル放射性廃棄物の埋設所が

造られるかどうかは、まだ決まっていない。」との記事が掲載されましたが、こ

れは事実誤認であり、読者に誤解を与えるもので誠に遺憾であります。 

 当該研究所は、高レベル放射性廃棄物の地層処分技術に関する研究開発の一

環として、深地層の科学的研究（地層科学研究）を行っているところであり、

実際に当該研究所に高レベル放射性廃棄物を処分することはありません。 

なお、この点につきましては、地元自治体と締結している協定において、「放

射性廃棄物を持ち込むことや使用することは一切しないし、将来においても放

射性廃棄物の処分場とはしない。」と明示しており、当機構は、この協定を遵守

し、当該研究所で研究を行っているところです。  

貴社の今回の記事は、以上のような事実に反した誠に遺憾なもので、読者に

誤解を与える報道であり、地元地域の住民の方々に大きな不安を与えるもので

す。このため、強く抗議し当該記事のすみやかな訂正を求めます。 
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